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1はじめに
　日本看護協会の「看護記録の開示に関するガイドラ
イン」では看護i記録（以下記録とする）の機能があげら
れている。ここには、記録の機能の一つとして「医療浮
間および患者・医療者間の情報交換の手段となる。」1）
がある。今日、患者と共有できる記録となるように電
子カルテの導入が盛んになっており、用語の統一や用
紙の開発、カルテ開示に関する記録整備への研究や開
示に関しての看護師の意識調査は多くみられる。しか
し、現状として臨床における看護師の日々の記録に対
する意識に関するものは少ない。
　患者の回復において記録もその一つの手段として活
用されており、患者のための記録として機能している
にもかかわらず、その機能を実際に理解し、意識して
書くことができているのか病棟における記録の取り組
みの中で疑問に思った。そこで看護師の記録に対する
意識調査を行い、その現状を明らかにし考察したので
ここに報告する。
皿研究方法
1．調査期間：2004年10月28日～ll月6日
2．調査対象：13東病棟に勤務する看護師30名
3．調査方法：堀内ら嚇こよる先行文献を参考に独自
　　　　　　の20項目からなる「記録に関する調査
　　　　　　票」を作成した。回答は5段階評定とし
　　　　　　た。質問項目（資料1）参照
4．分析方法：対象の特性（年齢・経験：年数）、調査項
　　　　　　目に関し記述統計を行い関連分析を行
　　　　　　つた。統計ソフトはSPSS　for　Win
　　　　　　Ver．11．5を用いた。
5．倫理的配慮：本調査は対象者の個人情報を取り扱
　　　　　　　うため、対象者には調査への参加・
　　　　　　　不参加は自由意志であることを伝
　　　　　　　え、データは研究者のみが取り扱う
　　　　　　　ことを文章で説明した。また、本調査
　　　　　　　の公表に関しては対象者が特定でき
　　　　　　　ない配慮を行った。
2．記録を書いている時に感じることとして、「時間が
　かかる」（40％）、その他には「面倒臭い」（21％）「苦
　手」（12％）という回答が挙げられた。（図4）
3．「記録は看護していく上で必要だと思いますか。」
　という質問には84％の者がそう思うと回答してい
　た。（図5）
4．「記録は患者の為の記録としてその内容に満足し
　ていますか。」では思うと答えた者が12％であっ
　た。
5．「患者もしくはその家族が記録がどのように活用
　されているか知っていると思いますか」には、88％
　の者が思わないと答えていた。（図5）
6．年齢・経験年数・質問項目間の関連性を確認する
　為に、Pearsonの相関係数を算出した。有意確率は
　5％（両側）とした。
　1）経験年数と「記録に関する調査票」の項目との
　　　関連。
　　　　経験年数と「記録に関する調査票」の項目に
　　　おいて、「経験年数」と「記録の内容に興味はあ
　　　りますか」（0．43）、「記録は勤務時間内に書けて
　　　いますか」（0．53）の間にそれぞれ正の相関が認
　　　められた。更に、「経験：年数」と「記録は患者の
　　　回復に役立っていると思いますか」（一〇．44）、
　　　「記録は患者の為の記録としてその内容に満足
　　　していますか」（一〇．46）の間にはそれぞれ負の
　　　相関が認められた。
　2）「記録に関する調査票」の項目間の関連
　　　　項目間の関連において、「記録について勉強
　　　する機会はありますか」と「記録は看護をして
　　　いく上で必要だと思いますか」（0．43）の間に正
　　　の相関が認められた。「記録は患者の為の記録
　　　としてその内容に満足していますか」と「記録
　　　は患者の回復に役立っていると思いますか」
　　　（0．56）、「患者もしくはその家族は記録がどの
　　　ように活かされているか知っていると思いま
　　　すか」（O．45）の間にもそれぞれ正の相関が認め
　　　られた。
皿結果
　回収25名、回答率80％であった。本調査の対象者の
特性は図1、2に示した。
1．記録を書く時に「医療者同士の情報交換・共有に
　活用される事」を意識していると回答している者
　が一番多かった。（72％）（図3）
】V考察
　結果より、多くの看護師は記録を書く時に医療者間
で共有されることを意識して書いており、患者の為の
記録として満足している者は少ないことがわかった。
このことは、まだ記録は医療者のもの、自分たちのも
のと思っている人が多いためであると考えられる。更
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に記録を書いている時に「時間がかかる」「面倒臭い」
「苦手」などのマイナスイメージを抱いている人が大
多数であった。小笠原21は「看護師は患者の問題解決
のための仕事を知ってもらいたい、そして認められた
いと思っており、意欲につながる。」と述べている。し
かし、結果より看護師は患者や家族は記録がどのよう
に活かされているか知らないと考えている事がわかっ
た。このような考えは、意欲的に記録に取り組み、さら
に記録にプラスへのイメージを抱くことを困難にして
いると考えられる。
　今回の調査では、記録は看護をしていく上で、日々
の看護の中で必要と感じている人が多いことがわかっ
た。さらに、勉強する機会があると回答した人は、看護
記録を必要と感じており、また経験年数に差異は見ら
れなかった。院内では記録に関する研修が行われ、当
病棟では新採用者に対して記録係りとプリセプターか
らの勉強会や指導が頻繁に行われている。このような
記録を勉強する機会は記録の必要性を認識する機会に
なっているのではと考えられる。
　経験年数の低い人は記録に時間がかかるが、その内
容に満足していることがわかった。そして、患者が記
録はどのように活用されているのかを知っていると思
うと回答している。経験：年数の低いものは記録に時間
を費やし手指取っているが、研修や勉強会の中で解決
することによって、内容に満足することができるので
はないかと思われる。逆に、経験年数の高い人は記録
を勤務時間内に書くことはできるが、記録は患者の回
復に役立っていると感じることができずに記録にも満
足していないことがわかった。経験年数が増すにつれ
専門職として責任や経験、仕事内容の変化などによっ
て記録の意義に対するジレンマを体験すると思われ
る。何のため・誰のために書いているのか、患者のた
めに書かれているのだろうかなどの疑問を持ち、専門
職とし果たすべきものとは何なのかと感じているのか
もしれない。経験年数の高い人へはそのような疑問や
葛藤を克服するような学習の場が求められていると考
える。
Vまとめ
①記録は医療者間のものとして考えている人が多い。
②記録は看護をしていく中で必要と感じている。
③記録を書くことに対しマイナスイメージがあり意欲
　的に取り組めるよう働きかけが必要。
④経験年数に応じた研修や勉強会などの学習の場を多
　く持つ。
　今回の調査は1病棟30名を対象としたものであり病
棟の特殊性が影響を与えていることは否めない。今後
は看護師だけでなく患者・家族が看護記録をどの様に
考えているのかを理解し、看護記録が求められている
役割を果たすために改善点を考えていきたい。
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資料　1
　　　　　　　　　　　　　　　看護婦へのアンケート（質問項目）
①看護記録の内容について興味はありますか
②看護記録について勉強する機会はありますか
③（院内・院外を含む）記録に関する研修に参加したことはありますか
④看護記録を書く上で困ったことはありますか
あると答えた方…　　それは具体的にどんなことですか。また、相談できる人はいますか
⑤看護記録を書くときどのようなことを意識して書いていますか
　（複数回答可　また一番意識しているものには二重丸をつけてください）
　　（　）院内規定PONR通りになるように意識して書く
　　（　）法的根拠になることを意識して書く
　　（　）監査を意識して書く
　　（　）カンファレンスの資料となることを意識して書く
　　（　）診療報酬を受ける為のものとして意識して書く
（
（
（
（
（
（
（
）看護ケア技術の向上や改善を図ることを意識して書く
）医療者同士の情報交換・共有に活用されることを意識して書く
）事実のみ書くことを意識して書く　　　（　）記録開示を意識して書く
）看護実践の根拠を示すことを意識して書く
）治癒過程がわかるように意識して書く
）サマリーを書くことを意識して書く　　（　）業務の一環として書く
）その他…　具体的に
⑥看護記録を書いているときにどのようなことを感じますか（複数回答可）
（
（
（
）時間がかる　　　（　）楽しい　　　　（　）面倒臭い　　（　）仕方ない
）スタッフの反応　（　）読んで欲しい　（　）苦手　　　　（　）心配
）役立てて欲しい　（　）恥ずかしい　　（　）その他
⑦現在の看護記録は患者・家族に開示できるように書かれていると思いますか
⑧看護記録は誰が（コメディカル・患者家族を含む）読んでも理解できると思います
⑨看護記録は患者の回復に役立っていると思いますか
⑩看護記録は看護していく上で必要だと思いますか
⑪看護記録は患者のための記録としてその内容に満足していますか
⑫患者もしくはその家族は看護記録がどのように活かされているか知っていると思いますか
⑬看護記録に関して患者もしくはその家族と話したことはありますか
⑭看護記録は勤務時間内に書けていますか
⑮記録のための時間に満足していますか
⑯看護記録を書いている中でその内容に達成感を感じますか
⑰あなたにとって看護記録は日々の看護の中で必要なものですか
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